
レンタル釣
つりぐ

具
釣
つりぐ

具のレンタル、ありがとうございました。当
とう

ガイドは、「明
あす

日の釣
つ

りに必
ひつよう

要なもの」から「釣
つ

るための準
じゅんび

備と注
ちゅういてん

意点」、
「釣

つ

り方
かた

のコツ」を紹
しょうかい

介していますので、一
いちどとお

度通して読
よ

んで、万
ばんぜん

全な状
じょうたい

態で釣
つ

りに出
でか

掛けて下
くだ

さいね !!

お買
か

い物
もの

リスト

ガイド スピニングルアーセット
ブラックバス・シーバス　バージョン安心あん

しん

※裏
うらめん

面は、釣
つ

るためのテクニックを紹
しょうかい

介 !!

しっかり読
よ

んで、
ゴキゲンな釣

ちょうこう

行を !!

ミノー

バイブレーション

ソフトルアー

ハンドルを交
こうかん

換して
使
つか

いやすくしよう

通
つうじょう

常はラインを
巻

ま

き取
と

る方
ほうこう

向で
固

こてい

定する。

ベールアームが回
かいてん

転し
て糸

いと

を巻
ま

き取
と

るタイプ。

道
みちいと

糸を巻
ま

くため
のとって。

ここに道
みちいと

糸を通
とお

して巻
ま

く。
キャストする時

とき

は開
ひら

く。 

ここを締
し

めることで
道
みちいと

糸にブレーキがかか
る。また緩

ゆる

めると道
みちいと

糸
が出

で

やすくなる。

スピニングリールはハンドルの左
さゆうこうかん

右交換が簡
かんたん

単
にできる。ロッド操

そうさ

作は利
き

き手
て

の方
ほう

が上
うま

手くいく
ので右

みぎき

利きの人
ひと

は、左
ひだり

ハンドルに。左
ひだりき

利きの人
ひと

は、
右
みぎ

ハンドルに変
か

えるのがベスト。
①ハンドルの反

はんたい

対に付
つ

いている
キャップを外

はず

す。

②10円
えんだま

玉などの硬
こうか

貨でネジを回
まわ

してネジ
止
と

めごと抜
ぬ

き、ハンドルも外
はず

す。

③ネジとハンドル
を入

い

れ替
か

えて差
さ

し込
こ

み、ネジを締
し

め、キャップを付
つ

けて完
かんりょう

了。

ハンドル

ベールアーム

ドラグ

ストッパーレバー

悪
わる

い例
れい

良
よ

い例
れい

※大
おおがた

型にそなえ、システムライン

を組
く

むことも覚
おぼ

えておこう。詳
くわ

し

くは、ゴールドマニュアルブック

のP130 ～をチェック！

※どちらも下
かき

記クリンチノットで対
たいおう

応。

1 ロッドを組
く

み立
た

てる

2 ベールアームを起
お

こし、
　 ラインをガイドに通

と お

す

良
よ

い例
れい

・悪
わる

い例
れい

リールのベールアームを起
お

こし、リールに

近
ちか

いガイドから順
じゅんじょよ

序良く通
とお

す。

先
せんたん

端のガイドまでラインを通
とお

しきったら、ゆ

とりを持
も

たせてベールアームを戻
もど

す。

リールの一
いちばんうえ

番上のつまみを回
まわ

して圧
あつ

を調
ちょうせい

整。ファイト中
なか

、魚
さかな

の引
ひ

きにハリ

スやリーダーが耐
た

えきれず負
ま

ける

（切
き

れる）寸
すんぜん

前に、ラインが出
で

るように

セットするのが理
りそうてき

想的。詳
くわ

しくは、

ゴールドマニュアルブック133ペー

ジをチェック！

ドラグ調
ちょうせい

整も行
おこな

おう

このリストを釣
つりぐてん

具店の店
てんいん

員
さんに見

み

せて用
ようい

意しよう！

ハリ外
はず

しに
も使

つか

えるハ
サミ。

スナップ付
つ

きヨリモドシ

ラインとルアー
をつなぐ金

かなぐ

具。

12号
ごうぜんご

前後
を２～３個

こ

★釣
つ

るための準
じゅんび

備 釣
つりぐ

具の特
とくちょう

徴と正
ただ

しいセッティングをマスターして快
かいてき

適な釣
ちょうこう

行を！

偏
へんこう

光サングラス

水
すいちゅう

中を見
み

やす
くし、安

あんぜんめん

全面に
も役

やくだ

立つ釣
つ

り
用
よう

サングラス。

ルアー 出
でか

掛ける場
ばしょ

所ごとにヒットルアーがあります。
釣

つりぐてん

具店の店
てんいん

員さんに相
そうだん

談して２～３種
しゅるい

類を用
ようい

意。

一
い っ ぱ ん て き

般的には、表
ひょうそう

層を探
さ ぐ

るのに適
て き

している
プ ラ グ 系

け い

の フ ロ ー テ ィ ン グ ミ ノ ー
（10cm前

ぜ ん ご

後）。中
ちゅうそう

層を探
さ ぐ

るのに適
て き

してい
るクランクベイト（7cm前

ぜ ん ご

後）。ボトム
まで沈

し ず

むバイブレーション（6 ～ 8cm
前
ぜ ん ご

後）。実
じ っ せ き

績が高
た か

いソフトルアー（２～
３種

し ゅ

）を用
よ う い

意すれば万
ば ん ぜ ん

全。

かみつぶしタイプのオモリ。
各
かく

リグに使
しよう

用。

根
ねが

掛かりしにくいフック
（ハリ）。

シンカー（オモリ）とフックが
一

いったいか

体化したもの。

【釣
つりぐ

具のセッティング】【スピニングリールの特
とくちょう

徴】

作
さぎょう

業は、ロッドをつ

なぎ、ライン（道
みちいと

糸）

をガイドに通
とお

し、ル

アーと結
むす

ぶだけです

が、 ロ ッ ド の 穂
ほさき

先

（先
せんたんぶ

端部）はデリケー

トなので、やさしく

扱
あつか

いましょうね！

3 ラインの先
せ ん た ん

端をルアー、またはスナップ付
つ

きヨリモドシに結
む す

んで完
か ん り ょ う

了

①	ソフトルアー先
せんたん

端の中
ちゅうおうぶ

央部にハ
リ先

さき

を刺
さ

す。
②	クランク状

じょう

に曲
ま

がっている軸
じく

の
長
なが

さ分
ぶん

を刺
さ

し込
こ

んで、ハリ先
さき

を
抜

ぬ

く。
③	軸

じく

まで刺
さ

し込
こ

んだら180度
どはんてん

反転
させる。

④	予
あらかじ

めソフトルアーとフックを重
かさ

ねて、ハリのふところ（曲
ま

がり）
がボディを横

おうだん

断するラインを
確

かくにん

認。
⑤	ソフトルアーの伸

しんしゅくせい

縮性とふとこ
ろの長

なが

さを考
こうりょ

慮して、イラスト
のようにソフトルアーのボディ
を曲

ま

げ、④のラインにハリが入
はい

るように刺
さ

し込
こ

む。
⑥	ボディを貫

かんつう

通させ、ソフトル
アーを真

ま

っ直
す

ぐにする。
⑦	ハリ先

さき

を2mm程
ほど

ボディに埋
う

め、
根

ね

がかり防
ぼうしたいさく

止対策をして完
かんりょう

了。

ソフトルアーにオフセットフックをセット

1 2 3 4

5 6 7

次
つぎ

にラインを引
ひ

いて結
むす

び目
め

をヨリモ
ドシまで移

いどう

動させしっかり止
と

める
切
き

る
クリップを
押
お

し開
ひら

く
クリップを戻

もど

して
止
と

める

まず、こちら
を 引

ひ

っ 張
ぱ

り
絞
し

める

穂
ほさき

先から順
じゅん

に継
つ

いでいくこと。継
つ

ぎ目
め

の根
ねもと

元を持
も

ち、ジョイント部
ぶ

を合
あ

わせ、軽
かる

くね

じ込
こ

むように押
お

し込
こ

む。ラインを通
とお

すガイドを一
いっちょくせん

直線にすることも忘
わす

れずに ！

クランクベイト

1〜3の順
じゅん

でセットしよう

1

2

3

1つ

★出
でか

掛ける前
まえ

に必
ひつよう

要な小
こもの

物やルアーを購
こうにゅう

入
2〜3種

たね

フィールドプライヤー 1つ

ガン玉
たま

セット 重
おも

さ５Ｂくらいまで入
はい

ってい
るセットを１つ

オフセットフック

ソ
フ
ト
ル
ア
ー
使

し
よ
う
じ用
時
に
必ひ

つ
よ
う要

ジグヘッド

大
おお

きさ♯1～1/0番
ばん

を１袋
ふくろ

重
おも

さ1/2ozまでを２～３個
こ



★釣
つ

り方
かた

のコツ：シーバス編
へん

キャストに入
はい

る前
まえ

は、ロッドをしっかり握
にぎ

って備
そな

えよう。

1

2

3

利
き

き手
て

の中
なかゆび

指と薬
くすりゆび

指の間
あいだ

にリールフットをはさみ、
しっかりホールド。

ラインローラーをリー
ルシートの位

いち

置に持
も

っ
てきて、 人

ひとざ

差し指
ゆび

に
道
みちいと

糸を掛
か

ける。 

ベールアームをイラスト
のようにオープンにして
準
じゅんびかんりょう

備完了。 

1

2

3
4

5

脇
わき

を締
し

めて、狙
ねら

うポイントの正
しょうめん

面にロッドを
向
む

けてイラストのように構
かま

える。ルアーのた
らし（穂

ほさき

先からルアーまでの距
きょり

離）は10 ～
15cmにする。

ルアーや仕
しか

掛けが絡
から

まないよう
に、肘

ひじ

だけを垂
すいちょく

直に曲
ま

げ、ゆっくり
振
ふ

り上
あ

げる。

耳
みみ

の後
うし

ろまでテイクバックさせたら、素
すばや

早く戻
もど

す。軽
かる

く手
てくび

首
を返

かえ

すイメージでキャストするとロッドの弾
だんりょくせい

力性を活
い

かす
ことができる。

投
な

げようとする方
ほうこう

向の斜
なな

め
45度

ど

を指
ゆび

差
さ

すようにして糸
いと

を放
はな

す。

❹リリース（糸
いと

を放
はな

す）
　タイミング

❸フォワードキャスト

❷テイクバック

❶アドレス

ルアーを前
ぜんぽう

方へ飛
と

ばし
ている時

とき

は、このくらい
の位

いち

置をキープ。

❺フィード

リールが上
うえ

を向
む

くように

ステディーリトリーブ

ルアー本
ほんらい

来の動
うご

きで誘
さそ

うアクション。一
いってい

定の
スピードでリールを巻

ま

くだけ。

ストップ＆ゴー

トゥイッチング

魚
さかな

に食
く

わせのタイミン
グを与

あた

えるアクショ
ン。リールを巻

ま

いては
止
と

めるを繰
く

り返
かえ

し、止
と

めた時
とき

に食
く

わせる。

ルアーがイレギュラー
な動

うご

きをするアクショ
ン。リールを巻

ま

きなが
ら、 ロ ッ ド の 穂

ほさき

先 を
チョンチョンとアオっ
て誘

さそ

う。

2種
しゅるい

類のルアーで
ベイトがいる場

ばしょ

所を探
さぐ

る！
　フローティングミノーとバイブレーション、この２種

しゅるい

類のル
アーを用

ようい

意しよう。このふたつがあれば、レンジ（深
ふか

さ）を分
ぶんたん

担して
探
さぐ

ることができ、たいていの場
ばしょ

所が攻
こうりゃく

略できる。
　表

ひょうそうふきん

層付近までやってきている活
かっせい

性の高
たか

いシーバスをミノーで
チェック。反

はんのう

応がなければバイブで中
ちゅうそう

層から底
そこ

までを攻
せ

める。
　探
さぐ

りの基
きほん

本はスローリトリーブがベスト。

ゆっくりリトリーブすると表
ひょうそうふきん

層付近を漂
ただよ

い、早
はや

く引
ひ

くと 1 ｍくらいまで潜
せんこう

航する。

底
そこ

まで沈
しず

むタイプだから、着
ちゃくすい

水したらカウントを数
かぞ

え、秒
びょうすう

数ごとにレンジを探
さぐ

ろう。　　　　

キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ

★釣
つ

り方
かた

のコツ：ブラックバス編
へん

水
みずくさ

草や杭
くい

、大
おおいわ

岩、カケアガリなど、ストラ
クチャー（障

しょうがいぶつ

害物）周
まわ

りに身
み

を潜
ひそ

め、ベイ
ト（小

こざかな

魚や小
ちい

さな虫
むし

や動
どうぶつ

物）が近
ちか

づくのを
待
ま

ち構
かま

えている。主
おも

な棲
せいそくち

息地は湖
こしょう

沼だが、
河
かせん

川、野
のいけ

池にも分
ぶんぷ

布。

★ポイントはココ

貪
どんよく

欲なフィッシュイーターで、海
かいすい

水はもち
ろん、ベイト（エサとなる小

こざかな

魚）が集
あつ

まる
場
ばしょ

所なら、川
かわ

の中
なか

でも狙
ねら

える。基
きほんてき

本的にス
トラクチャー（障

しょうがいぶつ

害物）に身
み

を潜
ひそ

めて、食
く

うチャンスを狙
ねら

っているぞ。

★ポイントはココ

プラグ系
けい

ルアーは３つのアクションで誘
さそ

う！
　ソフトルアーのリグ（仕

しか

掛け）には、シンカー（オモリ）を付
つ

ける
いくつかのタイプとノーシンカーがあるが、基

きほんてき

本的には、ボトム（底
そこ

）
までルアーを落

お

として、ズルズル引
ひ

いては止
と

めるを繰
く

り返
かえ

す「ズル
引
び

き」で誘
さそ

う。
　ただ場

ばしょ

所によっては障
しょうがいぶつ

害物などが多
おお

い場
ばあい

合もあるので、
そんな時

とき

のためにいくつかテクニックを紹
しょうかい

介しておこう。

！
穂
ほ

先
さき

を痛
いた

める一
いちばん

番の
原
げんいん

因で、結
けっか

果、破
はそん

損。釣
つ

りが出
でき

来なくなる…。
ルアーが水

すいめん

面に見
み

え
たらリールを巻

ま

くの
を止

や

めて、距
きょり

離を確
かく

認
にん

。手
てもと

元にくるように
回
かい

収
しゅう

しよう。

※かたずけ上
じょうず

手は、釣
つ

り上
じょうず

手！
　返

へんきゃくびぜんじつ

却日前日までに、しっかりお手
てい

入れを!!
レンタル釣

つりぐ

具は、返
へんきゃくび

却日までにはお手
てい

入れをし、
元
もとどお

通りに梱
こんぽう

包しておこう。また釣
つりぐ

具にキズを付
つ

け
たり、壊

こわ

してしまった場
ばあい

合は、その箇
かしょ

所をメモに
残
のこ

して箱
はこ

の中
なか

に入
い

れておいてね。

ロッドをたたむ
場

ばあい

合は…

バッド部
ぶ

の継
つ

ぎ目
め

から順
じゅん

に外
はず

して
行
い

く。ジョイント部
ぶ

がキツク締
し

まっている場
ばあい

合は、継
つ

ぎ目
め

の部
ぶぶん

分
を持

も

ち、雑
ぞうきん

巾を絞
しぼ

るようにネジり
ながら引

ひ

くとうまく抜
ぬ

けるよ。
くれぐれも先

せんたん

端を持
も

って外
はず

さない
こと。穂

ほさき

先が折
お

れてしましますか
らね。

フローティングミノー

バイブレーション

ルアーが底
そこ

でジャンプ
す る ア ク シ ョ ン で、
障
しょうがいぶつ

害物も回
かいひ

避できる！
ルアーが着

ちゃくてい

底したら、
ロッドの穂

ほさき

先を跳
は

ね上
あ

げて、そのまま落
お

とす
だけ。通

つうじょう

常は、跳
は

ね上
あ

げ
た時

とき

にできるラインの
フケ（たるみ）を巻

ま

き
取
と

って行
い

く。

ソフトルアーの基
きほん

本は「ズル引
び

き」！

ダウンショットリグ
かノーシンカーリグ
が効

こうかてき

果的。
落
お

とし込
こ

みは、どち
らもルアーをポイン
トの真

まうえ

上から自
しぜん

然に
落
お

とすだけでOK。
ダウンは、オモリで
ボトムをとらえた
ら、竿

さおさき

先を震
ふる

わせる
シェイキングで誘

さそ

う
と一

いっそう

層、効
こうかてき

果的だ。

※リグの作
つく

り方
かた

と特
とくちょう

徴は、ゴール
ドマニュアルブック82～87ペー
ジを参

さんこう

考に！

※回
かいしゅうじ

収時のルアーの
　巻

ま

き込
こ

み過
す

ぎに注
ちゅうい

意！　

自
じぶん

分はもちろん、他
たにん

人にも踏
ふ

まれて折
お

れることが良
よ

くあります。ロッドを置
お

く場
ばあい

合は、荷
にもつ

物に立
た

て掛
か

ける
など、竿

さお

を目
めだ

立つ場
ばしょ

所に置
お

くように!!

※むやみにロッドを地
じめん

面に置
お

かない！ルアーが着
ちゃくすい

水したら、
リールのベールアーム
を閉

し

める。

❻

　リトリーブ（ルアーを引
ひ

く）の早
はや

さは、ミディアムスピード。反
はんのう

応が
ない場

ばあい

合は、スロー、またはファーストで引
ひ

いてみよう。

ボトムパンピング

落
お

とし込
こ

み＆シェイキング

ジグヘッドリグ

スプリットショットリグ

ノーシンカーリグ

ダウンショットリグ

テキサスリグ

10〜
15㎝
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